
金属錯体は生体内で様々な機能を担ってい
ます。たとえば、クロロフィル(Mg錯体)や
ヘム(Fe錯体)があります。タンパク質など
に比べると生体に含まれる量はわずかです
が、生命活動を維持する上でなくてはなら
ない重要な働きをしています。本研究室で
は、生体内にも広く存在す
るポルフィリン錯体につい
て、その機能を化学的な立
場から理解し、応用するこ
とをめざした研究を行って
います。 錯体からの発光の観察
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